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序

本論文 は、幕末期 に賀茂規清(1798<寛 政10>～1861〈 文久元〉年)に よ って創 唱 され た鳥

伝神道 の思想 的特質 と、その思想の同時代及 び後世への受 容 について明 らかにす ることを課題

とした ものである。

烏伝神道 の教祖、賀茂規清 は、天保 ・一弘化年間 に江戸 で神道講釈 を行 い、民衆 に爆発 的な人

気 を得た と言 われている。だが、 その布教活動 は幕府 の忌揮 に触 れる所 とな り、八丈 島流刑 に

処せ られ、 その地 で生涯を閉 じている。 まさに異端 の神道家で ある。

と ころで、従来 の幕末期 の神道思想研究で は、尊皇撰夷運動 や近 代天皇制 イデオロギーの支

柱 となった国体論 や尊王論の思想的源流であ る後期水戸学 と幕末国学 とが、主 た る対象 とな っ

て きた。 げ

この二大潮流の陰 に覆 われて、同時期の烏伝神道 に関す る研究 は、 決定的 に立 ちお くれてい

る。その原因 と して考え られるのは、第一 に、二大潮流 に比 して社会 的影響力 の点 で は劣 る こ
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とであ る。 烏伝神 道の場 合、教祖 が幕府権力 の弾圧 を受 け、八丈 島へ流請 とな り同島にて死去

す ること もあ って、 大 きな教 団が形成 されるまで には至 らなか った。

第二 に、鳥伝神道 の思想 と しての画期性や問題性 の見え に くさが挙 げ られ る。鳥伝神道 の神

道説 に は、牽 強付 会 と言 う レッテルが貼 られ ていて、その付会の中味が立 ち入 り、著述 の意 図

を汲 み上 るとい う内在 的理解 の段階 に至 って いなか った。恐 らく、烏伝神道 の著作 はマ見 した

だけで は、近世前期 か らの儒教 的神道 の焼 き直 しに しか映 らず、 そ こに思想 の 「新 しさ」 を見

出 しに くか ったので はないか と推測 され る。

筆者 は、第一 の烏伝神道 マイナーの性格 に対 して は、 次の ように考 え る。弾圧 を受 けたた め

に大 き く表面化す る ことはなか った思想 の水脈を掘 り起 こす ことが、二大思潮 によ って単線 的

に描 かれがちな幕末 の神道思想史 のイメージを相対化 す ることにっ なが るので はないか。即 ち

幕末 の思想状況 の多様性 の一側面 を明 らか にす ることで、後期水戸学 や国学 の位置づ け も、烏

伝神道 の視点か ら逆照射で きるので はな いか。

第二 に、烏伝神道 の思想的意義 にっ いてで あるが、烏伝神道 は、近世前期 の儒教的神道 の単

なる焼 き直 しや リバ イバ ルで な く、幕末期固有の思想 的課題 を担 って登場 した思想で ある、 と

筆者 は考 える。 この神道が、民衆 に人気を得たその意義 を考察す る必要 が あ るので はな いか。

烏伝神道 を取 り上 げ る著者 のマク ロな問題関心 は、以上 の二点 にある。

烏伝神道 に関す る研究 は、戦前 にお いて は、烏伝神道 の中の教化論 ・経世論の側面が注 目さ

れ た。 しか し、教義 に関 して は、奇異な神道説 であ り、信仰 の面で も純粋でな いとい う評価が

な され、 その思想 の内在的理解 は進 まなか った。 しか し、戦後、神道思想 を社 会状況 の中 に位

置づ け、 その歴史的意義 を考察す る論考が現れて きた。幕末期 に息づ いた思想 と して社会 との

関連で分析 され、民衆宗教 としての鳥伝神道像が描 き始 め られてきたといえ る。 しか し、それ

らの研究 のほ とん どが、 日本史 の分野で実証的研究 が進 んでいる天保改革期 に時期 を限定 した

もの とな っている。

このよ うな研究状況 をふ まえ て、筆者 は、鳥伝神道研究 の問題点を次 のよ うに考え る。

第一 に、鳥伝神道研究 はいまだ研究蓄積 が十分 でな く、事実 の積み重ねが必要な段階にある。

特 に遠 島後 の著書 の分析が ほとん どな く、研究史 には偏 りがみ られ る。規清説 の トータルな把

握、即 ち烏伝神道 の基礎的かっ体系的研 究がなによ り必要 とされて いるのであ る。

第二 に、規清 の思想 の変化 の問題があ る。従来 の研究 では、一部の著述の分析 を通 して思想

の特徴 が把握 されて きたが、規清 の29年 間の思想 的営為の中で は、思想的展開が認 められるテー

マが存在す る。思想 内容 の変化 とその要因を解 明す る必要 がある

第三 に規清 の思想 の、 同時代 および後世 への受容 の問題 である。 この問題 は思想 を社会 的 に

位置 づけ るのに必要 なだけでな く、 その思想的特質 を逆照射す る うえで不可欠な問題 といえる。
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が今 日、規清 の道統 が存続 していない こと もあってか、全 く手っかず の状態 にある。 まさに史

料の発掘か ら始 めな ければな らない問題なのであ る。

上記 の3つ の問題点 を踏 まえて、2つ の課題 と分析視角 を設定す ることと したい。

第一の課題。烏伝神道 に関す る基礎 的な考察 を行 な うことによって、 その体系的 かっ構造 的

把握 を試 み ることである。その分析 にあた って、規清の思想の諸側面 の うち、(11『 日本書 紀」

神代巻解釈、(2)コ スモ ロジー(=宇 宙生成論)、(3)民 族信仰、(4>死生観、(5>国 家 祭祀 構 想、 と

いう規清 の思想 における大 きな柱であ る5つ の側面 を取 り上 げたい。 この5点 は、幕末期 の神

道が、人 々の探求心 や求道心、 あ るいは死後 の不安 に応え るために課 された課 題で あ った。 そ

の課 題 とは、時代 に即 した世 界観 ・人生観 ・死生観を どの ように構築 す るかで あ り、 それ と関

係 して記紀 に代表 される神道古典 をどのよ うに解釈す るか、 また社会 をいか に変革 す るかであ

る。 烏伝神道 は既 に これ らの課題 に対 して、独 自の教義 の体系化 を行 っていた といえ る。烏伝

神道 が提出 した解答 の内容 について、その思想 の内在 的理解 を行 い、思想 的課 題 と思想 的特質

を解 明す ることを 目指 したい。

第二 の課題。先の基礎的分析を前提 に、規清説 の、 同時代お よび後世へ の受容 につ いて分析

を行 うことで・ある。規清 との避遁や著述 を通 してその思想 に触れた人物 が記 した見解 を集 めて

検討 し、規清説 の受容 につ いて、その性格 を抽 出す ることと したい。

即 ち、本論文で は、鳥伝神道の思想 に関す る基礎的 な考察 を行 い、思想 の受容 の問題 を分析

す ることを通 して、その思想 の特質 を解 明す る ことを 目的 とす る。

第一編 烏伝神道の思想

第一編 では、烏伝神道 の教説 の トー タルな把握を 目指 して、規清説 の諸側面 を理解 し、規清

が何 を思想的課題 と して、いかなる解答 を提出 したのかを明 らかに しよ うとした。

第一章 「烏伝神道の 『日本書紀』神代巻解釈」 では、神道 の根本課題 で ある神 代巻解釈 につ

いて考察 した。従来、奇異 な解釈であ って学 問的でない と一蹴 され ていた規 清 の神代巻解釈 を

分析 し、解釈史上 に位置づけ ることによって、再評価 を行 お うと した もの で あ る。 神代 巻 は、

中世以来儒教や仏教 の理念 で解釈 されて きたが、 その流れの中 に烏伝神道 の神代巻解釈を置 き、

他 の神代巻解釈 との比較 を行 った。 さらに時間的 に解釈史を遡 るだ けで はな く、 同時期の 「国

学」 の解釈 との比較 を通 して、 その独 自性 を見 出そ うと試 みた。

神代巻解釈の分析 か らは、以下 の ことが明 らか になった。規清 は、神代巻 の神 々 の実在性 を

否定 し、「理」 や 「心法」の シンボルであ ると した。 そ うす ることで、 神代 巻 を 「修 身 斉家 治

国平天下」 の普遍的で合理的 な世界像 を描 こうと したことが明 らか にな った。 近世 前期 の儒家

神道 の神代巻解釈では、儒教理念 の付会が神代巻 の部分 ごとに行 われていたが、規清 の解釈 は、
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そのよ うな段 階を越 えて、神代巻 をひ とつの まとまった ス トー リー として徹底的 に読 み込ん だ

ところに特徴 がある。 このよ うな解釈の成立 は、特殊 日本 的、非合理的神概念を背景 に、神代

巻 を字義 そのままに解釈す る 「国学」 との対 峙を契機 と して いた ことを明 らか に した。

第二章 「烏伝神道 の コスモ ロジー」で は、 烏伝神道 の コスモ ロジー(=宇 宙生 成論)を とり

あげた。 コスモ ロジーは、基本的 に人間の倫理道徳や生死 とい った問題 と有機的 に関連 して構

成 され ている。幕末期、国学や民衆宗教 が独 自の コスモ ロジーを新 たに形成す るが、 これ ら他

のコスモ ロジー との比較 を通 して烏伝神道のそれを同時代 の思碧状況 の中 に位置づ けよ うと試

み る もので あ る。

規 清 の 描 くコ ス モ ロ ジ ー は1848(嘉 永 元)年 を画 期 と して変 化 を見 せ て い る。 前 期 の コ ス モ
「

ロジーの主眼が、天 と人体の一致を説 くことにあ るのに対 し、後期で は天 と心の一 致 を主張す

ることが主 眼 とな って いた。後 期の コスモ ロジーにおいて は、天 に 「冷際天」 が設 定 され、 人

間の心の根拠 とな り、心 は天 に根拠 を得 て無 限の能力が付与 され、神 秘的な現象 の要 因 とされ

るよ うにな ったので あった。規清 の コスモ ロジーの特徴 は、天人一致 を基本的な枠組みと して、

天 と人 との原理一 致 を徹底化 させ、神秘 的現象 を含 むあ らゆる事象 に、統一的原理(生 成原理、

「感」 の原理)を 貫徹 させ た ことにある。人間の死 もこの原理 の例外で はな く、 死 は消滅 にす

ぎな いと言 い切 って いる。 この ような死後 の彼岸的 場 を設定 しないコスモロジーは、他 の神道・

国学 が こぞ って死 後の世 界を構想 し、救済 の場 を設定 した当時の思潮 にあ って は、極 めて特異

な位 置を 占めて いるといえ る。

第三章 「烏伝神 殿 と民族信仰」 で は、烏伝神道が、流行神 ・神慧 り ・託宣 とい った近世後期

に特 徴的な民族 信仰 をどの ように受 けとめ、 いかに対応 したのかを考 察 した。鳥伝神道 は、人

間の 「心」 の尊厳 性を説 いて呪術 を否定 する方 向性 を持 って いるが、民族信仰 の神秘 的な諸現

象 に、 いかな る論 理 を以て対応 したのかを明 らかに し、同時期の民族 的世界 をめ ぐる諸言説 の

中に位 置っげ る試 みであ る。

人 間の心 に天 の 「感」 が内在 す ると捉 え、心 の尊厳性 ・神 性を主張 した規清 は、民族的世界

の神秘 的諸 現象 を心 の 「感」 の作用、 あるいは心 と天地 との感応 に起 因す る作用で あ ると説 い

た。 したが って、神秘 的に見 える現象 も 「理」の範疇 にあ る現象 であ るとす る。

規 清 は、民族 的世 界を一貫 した原理=「 感」で もってい ったん解体 し、神秘 と映 る現象 を心

の作 用 と して再編 成す ることで、民族的世界 の呪術の主 宰を排 除 し、 自己の 「心」 を信頼す る

自立 的生 活へ と人び とを方向付 け ようとしたので ある。

第4章 「烏伝神道 の死生観」 で は、烏伝神道が 「死」 の問題 について、 いかに対応 したのか

を分 析 した。
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1860年(万 延元)年 、規清 の死生観 は、死後 のあ り方 に関 して、死後 は無であ る とい う禅 的

な 自力救 済論か ら、死後 は 「忠臣 ノ念」 が天 に止 まる とい う 「留 魂」 の思想 へ と180度 転 回 し

てい る。 この転 回 に ょって、「忠 臣」 は死後 も神 とな って現世 に関与 で き るこ とにな り、 人 々

の霊魂 の安心 は確保 され たと評 価で きる。規清 が、死後 の魂 の救済 を思想的課題 と して引 き受

けた ところに、 この死生観 の転 回の要 因があ ると考 え られ る。

第5章 「鳥伝神道 の国家祭祀構想」 では、規清 の国家祭祀構想 を とりあげ、祭祀構想 が希求

す る社 会秩 序がいかな るものであ ったのかを、 明 らかにす る ことを試 みた。

規清 は、1843(天 保14)年 と1846(弘 化3)年 に性格の異 なる二つ の国家祭 祀構 想 を著 して

い る。天保14年 の構想 の第一 の特徴 は、忠孝 の士 を顕彰す るための巨大 な築山 「忠孝 山」 を設

置 し、景勝地 と して演 出す ることで 「諸人挙 で参詣」す る場 を創 出 した ことが あ る。 そ の際、

山頂 に は、朝廷 と幕府 の祖先神 と臣下 の神 々が共 に祭 られ、 朝幕協調 の関係 を示 して いた。 し

か も、 その山の中腹 には、身分秩序 の序列 に したが って忠 孝 の士 の碑が配列 され秩序認識 を示

す もの とな っていた。第二 の特徴 は、 その建造物の建設 段階で庶民 の自発 的 な参加 を期待 し、

そのエ ネルギーを吸い上 げよ うとした ことで ある。第三 の特徴 は、建造物 の埜 に広大 な墓地 を

造 ることで、墓地不足 問題 を解決 し、 さ らに庶民の無縁 仏を解消すべ く、町共同体 で死後祭祀

が出来 るよう意図 した ことであ る。 この構想 は、庶民が名所 に遊ぶ楽 しみや、宗教的エネルギー

や、家 の存続 が不可能 で無縁仏 となる不安 などを踏 まえた もの とな ってい る。庶民 の感情 やエ

ネルギーを も搦 め とり、忠孝 を最高 とす る価値体系へ と収敏 させた点 に規清 の この時期 の祭祀

構想 の特徴 があ った。

ところが、弘化三年段階 の規清 の国家祭祀構想 は、武 家か ら公家 中心 への政治体制 の変革 を

前提 とした抜本的宗教改革 の柱 として位置づ け られてい る。宗教改革:とは神祇官 の再興 と寺社

改革 を行 い、神道 を国教化す る ことである。その国家祭祀 に関 しては、忠孝 の士 を祭 った築 山

「香山」が庶民 向 けに建造 され、皇室 の神 々は 「香 山」か ら除か れて、 天皇 廟 た る伊 勢神 宮 に

祭 られ ることになった。 さ らに、「香 山」 の山頂か らは丸幕府 方 の神々 は消えて いる。 これ は、

恐 らく規清 において、 もはや幕府 の権威 は失墜 し、神格化 す る意 味が見 出 されなか ったためで

あろ う。 この祭祀構想 を軸 とした宗教改革 は、対 外的危機 意識 の もと、 キ リス ト教 に対抗 しう

る国教 を創 出す るための試 みで あ ったといえ る。

補論 「幕末の宗教裁判 における正統 と異 端 一 『梅辻飛騨 裁許書』 の分析 を通 して 一」 で は、

規清 の八丈 島流諦 の判決 の 「罪状」 を検討 し、何を基準 に どの よ うな観 点か ら烏伝神 道 は異端

とされたのかを分析 した。
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その結果、吉川神道方 の吟味 によって異端説 とされたその思想的内容 は、呪術の否定、神代

巻観、神観念 の三点 である ことが明 らか にな った。 これ らは、規清の神道説の特徴 その ものを

示す ものだ と言 える。即 ち、規清 は(1)神道の祈祷 や霊験 を否定 したこと。(2>神代 巻解 釈 にお い

て道徳 を付会 した こと。 したが って、㈲ 神話 の神 々に道徳 や教訓 を付会 して勝手 に意 味づ けた

ことで ある。 この三点 は、吉川 神道方が示す 「正統」 とは正反対 に位置 した。 っ ま りこの場合

「正統」 は、 呪術 に関 して は、神道 の祈祷や霊験 の効果を認 めてお り、呪術を認める立場を とっ

て いた。神代巻 にっ いて は事 実を描 いた書 であ ると し、神代巻 に登場す る神々 は実在 した と解

釈 したので ある。 この よ うな神道 方の答 申を経 て、規清 の罪状 は、第一 に上賀茂社 の神職身分

を逸脱 した行動 を とったこと、第二 に神道説 が異端で あること、第三 に政治批判 を行 った こと

があげ られ る。 「天人唯一」 の世界観 ・人間観 に基 づいた規清 の神代巻解釈 の意 図 は、 「合理」

的な認識 を示す ことで、民衆 の道徳 的主体 の形成 に資す ることにあ った。 この ような意 図か ら

導 き出された神道説 であ って も、吉川神道方の 「正統」 か らは、異端 とされたのであ った。

第二編 で は、烏伝神道 の受容 の問題 につ いて、三っの角度か ら考察 をお こな った。

第一章 「烏伝神道 の大 関増業」 では、近世 におけるの受容 の一例 として、 もと野州黒羽藩主

で規清 の門人 であ る大席増業(1872〈 天明2>～1845〈 弘化2>年)に おけ る烏 伝神 道 の受容

につ いて、増業 の著述 を分析 す ることによ って考察 した。 増業 は、規清 の主張 の中で も、天人

唯一 を前提 と した神代巻解釈 に特 に共感 を示 し、 日本の道=神 道 の優越性 の根拠 をそ こに読 み

とって いた ことが明 らかにな った。

第二章 「鳥伝神道 の神習教」 では、鳥伝神道 の神道思想 が、近代 においていか に受容 された

のか を考察 した。1883(明 治16)年 段階で は、烏伝神道 の道統 が、教派神道 のひ とっ神 習教 の

分教会、二葉協会 において存続 していた ことが確認 で きる。二葉教会 の出版物で規清 の著述 を

改編 した書物 「生魂御料神供次第記』 を、原著 と比較 す ることによ って、教派神道傘下 で存続

して いた神道 の思想 的特質 を探 り、近代 にお ける受容 のあ り方 を秋か らにす る試 みで ある。

考察 の結果、 この 『生魂御料神供次第記』 において は、規清 の神観念 の本質 一神を徹底的 に

天道 の活用 と見 る一は除去 され、天照大神 ・現人神天皇 ・造化三神 など、人格性 ・実在性 を帯

びた主宰神 が崇敬 の対象 として編入 され ていた。 この ことは、規清の神観念が国教 的神道体制

の神観念 とは相入 れる もので はなか ったことを示 してい る。 このため、体制外の神観念 は巧妙

に捨象 された上 で、烏伝神道 は受容 され たことにな る。

国家神道 の公定教理 の神観念 は、一定の神秘性(人 格性 ・実在性)を 保持 しっっ、一方で公

定教理以外 の民俗信仰 を呪術 として排斥す る傾向を もつ。 その点で、規清 の唱え た呪術 の否定
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は利用価値 があ った。 と、同時 に神道 的立場 か らの通俗的道徳の励行 お よび現世 秩序 の絶対肯

定 とい う側面 は、神道国教化策 に適合的な主張 であ ったと言え る。 規清の著作 は、通俗道徳 を

神道 的 に意 味付 けたテキス トと して換骨奪胎 して教化 に使用 されてい た。

第三章 「烏伝神道 と菅野八郎」で は、近世 と近代 にまたがる思想の受容例 として、民衆 運動

の指導者、菅野八郎(1813〈 文化10>～1888〈 明治21>年)の 思想 を とりあ げた。 従 来、 彼 の

明治期以 降の著述 は十分 な検討がな され ることがなか ったが、実 は彼 は、維新期 の政治構成 の

変化 や海外文化の流入 などの社会的激変 の時期 を身 を以 て体験 し、 それに基 づいて思想的営為

・を行 って いたので ある
。 その中で注 目す べ き は、 菅野 の視点 か ら明 治政 府批 判 を行 っ た1874

(明 治15)年 の 『真造弁』 とい う著述 である。 その批判点のひ とつ は、 明 治政 府 の導 入 した改

暦 にあ ったが、 その批判 の根拠 には、規清 か ら得 た天文 に関す る思想 があ った。 『真造 弁』 の

分 析 を通 して、菅野 の規清 の天文 に関す る思想の受容状況 を明 らかにす る試みで あ る。

分析 の結果、菅野 は天文説 のq)「 宇宙生 成 と人体 の生成 におけ る理 の一 致」 を説 いた天動説

と(2)天謎災異説 一天 は人間 の行為 に応 じて天災 および禍福 を与 える一のふたっの側面を受容 し、

それ に依拠 して、 明治政府 の 「啓蒙主義」を批判 していた ことが 明 らか にな った。

結 語

以上 の分析 か ら、本論文 の立 てた二っ の課題 に対 して、以下 の見解 を導 き出す ことがで きる。

第一 の課題 は、鳥伝神道 の体系 と構造 にっ いて、特 に(1)『日本書 紀』神代 巻解釈、(2>コ スモ

ロジー(=宇 宙生成論)、(3)民 俗信仰、(4)死生観、(5)国家祭祀構想 の5点 を中心 に考 察 す る こ

とで あ った。

規清 の世界観 は、基本 的には 「天人唯一」 と言 うことであ る。天保 期 と嘉永 元年以 降 とで は

天 と人 との原理 的一致 を説 く際に、天 と身体 との一致 を主 として説 くか、 天 と心 との一 致 を強

調 す るか で比重 の置 き方 は変化 していたが、 いずれ にせよ、人 間の心身 の尊貴性 が天 に根拠 づ

け られ ていた。宇 宙の生成 や構造 も人体 を根拠 に想起 されていた。 故 に天 の運行即 ち自然 と人

間の営み は同一原理上 にあ る。 したが って自然界 にお いて生 々消 滅が くり返 され るよ うに、人

間の死 も無 に帰す ることであ るとして、論理的 に一貫 した もの とな って い た。(最 晩 年 の死 生

観 の転回 まで は)。 この世界 には 「理」が貫 徹 してお り、非合理 は存 在 しない という前提 に立 っ

て、民俗信仰 の神秘現象 は、 その発生 メカニズムを 「心」 の 「感」 の作用 で あ と説 明付 け られ

脱神秘化 が図 られて いた。

また、神代巻 の神 々 も実在 す るので はな く、 「理 ヲ求 タル神号 」 とされ、 人 間 の発生 と関 わ

られて論 じられた り、天皇家の始祖 の一 代記 の中 に組 み込 まれて解 釈 され た。即 ち規清 の 「合
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理」 的な見地か ら対 象を コロズ化 す ることで、対象 を 「理 」の範 疇に属 させ、 「合 理」 的な も

の と して捉えなお したのであ る。 このよ うに、鳥伝神道 は独 自の世界観 ・人 間観 ・死生観 の体

系を背景 に、眼前 の民俗的世 界の再編 や神代巻解釈 に取 り組んだ思想 であ ると捉 え得 るのであ

る。

このよ うな思想 的営為の課題 とは、一言で言 えば各 自が呪術 に惑 わず、 自立 的に生 活 し、 道

徳 を実践 すべ きことを教化 す ることにあ った。国家祭祀構 想 もあるべ き道徳主体 の形成 とい う

ことに関わ って くる問題 であ る。

烏伝神道 の思想 の特質 は、「合理」主義、即 ち神秘 ではな く 「理」 が世 界 を貫 いて い るとい

う主張 にあ る。「合理」的認識が、道徳 的主体 の成立 に不可欠 な条件であ ると言 う見解で ある。

そ してその 「合理」 的認識 の確立 を、具体的な事物や現象 を解釈 す ることを通 じて徹底 的に推

し進 めよ うと した点 が特徴的 である と言え よう。

規清 の 「合理」主義 は、幕末 の国 内的 ・対外的危機意識 の もとで、道徳 のあ り方 を示 し、 あ

るべ き秩序形成へ の精神 的変革 をめざす思想 と して捉 え られ る。

第二 の課題 は、規清 の思想 の、 同時代お よび後世 への受容 について分析 をお こない、鳥伝神

道 の受容 のあ り方 と変容 の性格 を抽 出す ることであ った。

賀茂規清 と同時代 を生 きた大関増業 は、烏伝神道が普遍 的な 「天人唯一 の理」 を説 いてた点

を特 に重要視 し、神道 の三教 における優越性を示す根拠 として受容 していた。規清説 のほぼ忠

実 な受容 のあ り方 と思 われる。

一方
、近代 の神習教二葉教会 において は、規清説 の 「合理」主義 にわる神代巻解釈 は採用 さ

れず、 その非人格的神観念 は大幅 に改編を受 け、人 間の魂 を主宰す る実在的神観念 に変容 して

いた。 そ こにおいて は、規清説 の四つの側面 一呪術 の否定、通俗的道徳 の励行、現世秩序 の絶

対肯定、仏教 の排斥 一が継承 されて いた。 いわば理論部分 は無視 され、実践的 な側面が受容 さ

れた といえよ う。

三 番 目の菅野八郎 が規清 よ り受容 したの は、神道説 ではな く、「天人 唯一 」 を基 礎 と した天

文説 で あ った。 この事実 は、規清 の思想が神 振興 の側面 を除去 して も、世界観 と して は十分成

立 しえ た ことを立証 している。

以上三っ の事例 は、受容 の多様 なあ り方 を示 してお り、受容全体 に共通す る性格 を抽 出す る

ことは難 しい。 この ことは、む しろ規清 の思想 の多様 な側面 を反映 して いると思われ る。

最後 に、本論文の残 され た大 きな課題 にっいて述 べておきたい。 それ は、賀茂規清 は、何 に

依拠 して神道説 を構築 して い ったのか、 とい う問題 である。規清 は記述 の典拠を示 して いな い

場合が多 く、 その ことが烏伝神道 を性格 に思想上 に位置づ け る際 のネ ックとな って きた。 その

克服 には、規清以前 の文献 との関連を追求 す る必要 があると考 えて いる。
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末尾 に、付録 と して鳥伝神道関係書 がま とま って収 め られてい る、東北大学 附属 図書館狩 野

文庫蔵 『瑞烏園叢書』 の解 題 を記 した。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、 「序」 ・第一編(合 わせて五章)・ 第二編(合 わせて三章)及 び 「結語 」 か らな

る。

「序」で論 者 は、烏伝神道(賀 茂規清 の創唱 した神道)の 研究史 の問題 点 を指摘 した上 で、

本論文の課題 を設定 す る。

第一編 「鳥伝神道 の思想」で は、規清 の神道思想 を内側か ら構造的かっ体 系的 に把え よ うと

す る。 第1章 「鳥伝神道 の 『日本書紀』神代巻解釈」で は、規 清 は 「天地 の活用」 をその まま

に神 とみなす(天 ・地 ・人 に外在す る神 を認 めない)神 観念 に立 って、神代 巻 は①人 が人 た る

ふ さわ しい心身 を獲得す る過程 と②天皇 家の祖先 たちが道徳的 ・政治 的規範 を樹立す るさまを

説 きあか した ものだ との新解釈を打 ち出 した、 とした上、神代 巻か ら神秘 的要素 を除去 しよう

と した規清 の この解釈 は、神秘 的神観念 に立 って神代巻の神 々の営為 に関す る記述 をその まま

に事 実 とみなす、宣長系の国学 と対峙 的関係 にあ る、 と論 ず る。

第2章 「鳥伝神道 のコスモロジー」 では、規清の コスモ ロジー(宇 宙生成論)の 特徴 が天 と

人 との原理 的一致 を独 自の仕方 で説 く天人一致の主張 にあ るとした上で、 この天人一致 の主 張

が、嘉永元(1848)年 以前 では天 と人体 との一致の形 で示 され、嘉永元年以後 では天 と人 の心

との一致 の形 で示 され る、 とし、加えて嘉永元年以後 では、人が死後の世 界 を想定せず に自 ら

の心(天 と一致す る もの)を 拠 り所 に して この世 を生 き抜 くべ き ことか説か れ る、 とする。

第3章 「烏伝神道 と民俗信仰」で は、 はや り神 ・神懸 ・託宣 などの江戸後期 に盛行 した民俗

信仰 への規清 の対応を考察 し、①規清 は、天 と人 それぞれの本質を 「感」(理 の極 まれ るもの)

に見 出 しつっ、人の心 の尊厳性 と神 性を主張 した、② そ して民俗的世 界の神秘的諸現象 を心 の

「感」 の作 用に起 因す る もの=理 の範 疇に属す るもの と把 え きった、③、 ① ② に基 づ き人 々 が

呪術 や怪異現象 に左 右 されず にそれぞれの心 を信頼 しつつ 自立 的生活 を営むべ きことを説 いた、

と論 ずる。

第4章 「烏伝神道 の死生観」で は、規清 の死生観が、万延元(1860)年 以前 の、死後 の世 界

は存在 しない、人 は心 の神性を 自覚 して この世を生 き抜 くほか はない とす る禅的生観か ら、万

延元年後 の、死後 の世界 を想定 し、「忠臣の念」 が死後天 に止 まって この世 に関与 す る、 とい

う説 を含 んだ死生観 へ と変容 した事実 を指摘す る。
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第5章 「烏伝神道 の国家祭祀構想」 では、規清 が天保14(1843)年 に巨大 な築 山 を設定 して

天皇 家や徳川家の祖先を は じめ忠孝 の士 を国家が祭 る ことを提唱 した事実、 弘化3(1846)年

には天皇 中心 の政治体制論 を前提 に しっっ、神祇官 の再興、神道の国教化、新 たな築 山の設 置

等 か らな る国家祭祀 の実施 を提 唱 した事実 を記す。

補論 「幕末の宗教裁判 にお ける正統 と異端 一 『梅辻飛騨裁 許書』 の分析 を通 して 一」 で は、

規清 の神道 が幕府 に よって異端 とされた所以が、神観念 ・神代巻観 ・呪術観 の三点で あ った事

実 を具体 的に指摘 してい る。

以上 の5章 と補論 で論者 は、 それぞれに研究史上 まった く新 たな指摘 をな してお り、 もって

宣長系国学 の神道思想 の対照的 な、規清独 自の 「合理 的」神道思想 を内側か ら構造的 ・体系的

に とらえる ことに成功 している。

第2編 「烏伝神道 の受容」 では、規清の神道 思想 の同時代及 び後代 における受容を追求す る。

第1章 「鳥伝神道 と大関増業」で は、下野 国黒羽 藩主 で規清 の門人で あった大関増業 が、独特

の天人一致説 にたっ規清 の神代巻解釈 に強 く共感 し、 その見地 に立 って神道=日 本の道 の優越

性を主張 して いた ことを指摘す る。

第2章 「烏伝神道 と神習教」で は、 明治16(1883)年 の時点で、教派神道 の一 つで あ る神 習

教の分教会=二 葉教会が、規清の神道説 の、現世 の通俗道徳 の重視や呪術の否定 の面 を継承 し

つっその教理 を形成 して いた ことを指摘 す る。

第3章 「鳥伝神道 と菅野八郎」 で は、幕末 一明治初期 の民衆運動 の指導者 ・菅野八郎 が、 明

治初期 に規清 の天文学説の ある面 を継承 しっっ、明治政府の欧化政策 を批判 す る思想 を形成 し

て いた事 実を指摘 す る。

以上 の3章 と も、 まった く新 しい指摘 であ って、研究史上 の価値 が きわめて高 い。

「結語 」で は、第1編 ・第2編 の記述 をま とあなが ら、論者 の将来 の研究 の展望 をのべてい

る。

総 じて本論文 は、 幕末の神道家 ・賀茂規清 の神道思想 の構造 的特質 や同時代及 び後代 への影

響 を、 史料を博捜 し、 それに精密 な考察 を加え ることによ り、 的確 に把握 している。 この点は、

研究 史上 論者 によって は じめてなされた ことで ある。 こ成果 は、幕末神道 だけではな く近世神

道の研 究 の進展 に寄 与す るところ きわめて大で ある。

よ って本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位を授与 され るに十分 な資格 を有す る もの と認

め られ る。
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